
令和５年８月 第 233号

特集
　・森林土木分野における「新技術・新工法」の技術プレゼンテーション
各地からの便り
　・木曽ヒノキの森林で三者協定現地検討会を開催
　・南アルプスの高山植物を守ろう！仙丈ヶ岳の防鹿柵設置作業　ほか
シリーズ
　・森林官からの便り、私の森語り、中部の保護林、
　　秘蔵写真・今は昔の林業

林野庁中部森林管理局

写真：「ヒメオオクワガタ」
　　　（飛騨署（天生グリーン・サポート・スタッフ）提供）

2023/No.233

私の森語り
「らいちょ

うの森」

東洋計器株
式会社　会

長　土田 
泰秀

８月27日まで



第 233号 令和５年８月〈特集記事／森林土木分野における「新技術・新工法」の技術プレゼンテーション〉〈特集記事／森林土木分野における「新技術・新工法」の技術プレゼンテーション〉
【
治
山
課
・
森
林
整
備
課
】

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
実
施
し
て

い
る
森
林
土
木
工
事
は
、
山
間
奥
地
の

厳
し
い
現
場
条
件
に
加
え
、
建
設
業
の

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
建
設
業
に
お

け
る
働
き
方
改
革
が
本
格
化
す
る
な

ど
、
工
事
の
安
全
性
の
向
上
や
施
工
の

省
力
化
・
効
率
化
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
五
年
度
に
お

け
る
当
局
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
六

月
三
十
日
に
「
森
林
土
木
分
野
に
お
け

る『
新
技
術
・
新
工
法
』の
技
術
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
資
す
る

新
技
術
等
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を
設
定

の
う
え
募
集
を
行
い
、
応
募
い
た
だ
い

た
企
業
か
ら
提
案
を
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

当
局
が
募
集
し
た
テ
ー
マ
は
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」、「
治
山
ダ
ム
等
に
関
す
る
新
工

法
」及
び「
省
力
化
・
軽
量
化
に
資
す
る

工
事
用
資
材
」
と
し
、
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。

　

募
集
の
結
果
、
二
十
一
社
か
ら
の
応

募
が
あ
る
な
ど
、
想
定
を
上
回
る
反
響

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
局
大
会
議
室
と
研
修
室
の
二

会
場
に
よ
る
対
面
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
庁
業
務
課
の
企
画
官
を
は

じ
め
、富
山
県
、長
野
県
、愛
知
県
、（
一

社
）
長
野
林
業
土
木
協
会
、（
一
社
）
名

古
屋
林
業
土
木
協
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
実
演
や
動
画
に
よ
る
説
明
な
ど

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
や
メ

リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
を
受

け
た
参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
提
案
い
た
だ
い
た
企
業
か
ら

は
「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
内
容
は
当
局
の
み

な
ら
ず
、
他
の
森
林
管
理
局
や
都
道
府

県
等
の
民
有
林
部
局
へ
の
展
開
も
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
表
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
森
林
土
木
分
野
に
お
け
る

  「
新
技
術
・
新
工
法
」の

 
技
術
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第２会場（研修室）の様子

WEBでのプレゼンテーション

新技術・新工法　技術プレゼンテーション　プログラム

第１会場
（大会議室）

金子工業株式会社
「治山工事特有の諸課題に対し、新技術・新工法・創意工夫で挑む」
明治コンサルタント株式会社

「拡散レーザー変位計（Merex-D）」
長姫調査設計株式会社

「最新のレーザー技術を使った測量・調査方法とICT施工・出来形管理」
株式会社オプティム

「OPTiM Geo Scan」等
日本建設技術株式会社

「FWGウッドチップ工法」
株式会社コシイプレザービング

「高耐久処理木製資材について」
株式会社共生

「下半もたれ式ダブルウォール及びSSSフォームレス」
シバタ工業株式会社

「流木等を捕捉する『流木ストッパー』」
株式会社プロテックエンジニアリング

「アーバンガード」
株式会社長瀬土建

「屋根型作業道（欧州式）」
株式会社ライズ

「カチオンフレーム工法（土留擁壁）」

第２会場
（研修室）

日本植生株式会社
「生物多様性に配慮した緑化工法」
日鉄建材株式会社　長野営業所

「鋼製自在枠・Geoベルト（plus）・テレスコドレーンパイプ」
株式会社　アドヴァンス

「集水井補修工法（鋼製から鉄筋コンクリートへの更新工法）」
三井化学産資株式会社

「路盤補強用三軸ジオグリッド『テンサーＴＸ』」
日新産業株式会社

「イースターマット工法」
前田工繊株式会社

「フルボシリーズ・グリーンスラッガー・リバデム工法」
北陽建設株式会社

「クロスカバーネット工法及びハイブリッド型3次元測量」
株式会社トーエス

「斜面浸食防止表層土砂流出抑制対策工法（EPM）」
アスザック株式会社

「クイックブロック及びポラメッシュ」
国土防災技術株式会社

「しかポロン」

❶❶❷❷



令和５年８月 第 233号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー・

�
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

六
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
の
二
日

間
、木
曽
署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、

「
森
林
・
林
業
及
び
木
材
利
用
に
関
す

る
研
究
・
技
術
開
発
等
に
お
け
る
連
携

と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
現
地
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
森
林
研
究
・
整
備
機

構
森
林
総
合
研
究
所
（
以
下
「
森
林
総

研
」）、
信
州
大
学
農
学
部
及
び
中
部
森

林
管
理
局
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施

す
る
研
究
、
事
業
等
に
お
い
て
連
携
と

協
力
を
行
い
、
森
林
・
林
業
、
木
材
利

用
の
課
題
を
解
決
し
、
そ
の
成
果
の
活

用
に
よ
る
地
域
の
振
興
を
目
的
と
し
て

お
り
、
本
検
討
会
に
は
関
係
者
二
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
木
曽
郡
上あ

げ
ま
つ
ま
ち

松
町
の
赤あ
か
さ
わ沢
自し

然ぜ
ん
き
ゅ
う
よ
う
り
ん

休
養
林
に
お
い
て
、
現
在
の
木
曽
ヒ

ノ
キ
林
が
成
立
す
る
前
の
林
分
構
造
を

推
定
す
る
た
め
、
森
林
総
研
と
木
曽

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
調
査
・

分
析
を
行
い
、
樹
齢
が
千
年
程
度
と
推

定
さ
れ
た
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
古
い
根
株
を

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、

�

岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

六
月
二
十
七
日
、
岐
阜
署
管
内
の
乗の
り

政ま
さ

及
び
小お
が
わ川
長な
が
ほ
ら洞
国
有
林
に
お
い
て
岐

阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
科
二
年
生
の
学
生
十
九
名
の
現

地
実
習
が
行
わ
れ
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
岐
阜
署
の
職
員
が
試
験
地
や
実
験

林
等
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

乗
政
国
有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
長ち

ょ
う
ば
っ
き

伐
期
施せ

業ぎ
ょ
う
り
ん
林
」
で
は
、
岐
阜
署
の
職
員
か
ら
平

成
二
十
八
年
度
に
製
品
生
産
請
負
事
業

で
間
伐
材
を
搬
出
し
た
こ
と
、
林
齢
が

百
年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐

や
木
材
の
販
売
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

こ
の
箇
所
で
は
、
上
部
の
樹じ

ゅ

冠か
ん

密
度

や
林り
ん

床し
ょ
うの
下
層
植
生
の
状
況
を
確
認

し
、
今
後
の
施
業
方
法
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
「
し

ば
ら
く
は
伐
採
せ
ず
、
下
層
植
生
が
回

復
す
る
の
を
待
つ
」「
二
十
年
後
く
ら
い

に
ヒ
ノ
キ
の
径
級
等
を
み
て
判
断
し
、

皆
伐
を
行
う
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

確
認
し
な
が
ら
、
今
後
の
調
査
・
分
析

に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
森
林
総
研
と
木
曽
署
が

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新
技
術
の
確
立

に
向
け
て
共
同
調
査
を
行
っ
て
い
る
木

曽
郡
王お

う
た
き
む
ら

滝
村
三み
う
れ浦
国
有
林
の
試
験
地
に

お
い
て
、
天
然
更
新
の
妨
げ
に
な
る
サ

サ
の
処
理
方
法
と
ヒ
ノ
キ
の
稚ち

じ

ゅ樹
の
発

生
状
況
を
確
認
し
、
天
然
更
新
技
術
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
相
互
に
研
究
成
果
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
三
者
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
の
森
林
・
林
業
等
の
発
展
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

小
川
長
洞
国
有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
間
伐

実
験
林
」
で
は
、
間
伐
率
の
異
な
る
試

験
地
を
見
学
し
、
今
後
の
伐
採
方
法
等

に
つ
い
て
学
生
同
士
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
木
材
の
生
産
や
利
用
な

ど
、
専
攻
分
野
に
応
じ
た
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
る
中
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
今
後
の
施
業
方
針
に
つ
い
て
説

明
し
、
ま
た
、
民
有
林
で
は
あ
ま
り
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
温
帯
性
針
葉
樹
の

天
然
林
も
案
内
し
ま
し
た
。

　

湿
度
が
高
く
、
蒸
し
暑
い
中
で
の
現

地
実
習
で
し
た
が
、
知
識
を
高
め
る
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
学

校
等
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
学
び
の
場

と
し
て
の
国
有
林
の
案
内
や
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古い根株を確認しながらの意見交換

ヒノキ長伐期施業林の見学状況

木き

そ曽
ヒ
ノ
キ
の
森
林
で

�
三
者
協
定
現
地
検
討
会
を
開
催

学
生
の
現
地
実
習
の
場
と
な
る

�

実
験
林
や
試
験
地
を
案
内

❷❷



第 233号 令和５年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

六
月
十
九
日
、
木
曽
郡
王
滝
村
御お

ん
た
け岳

国
有
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
で

あ
る「
木
曽
御
岳
自
然
休
養
林
」の
田た

ノの

原は
ら

天
然
公
園
（
以
下
「
公
園
」）
に
お
い

て
、
長
野
林
業
土
木
協
会
木
曽
支
部
主

催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
遊
歩
道
整

備
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
長
野
県
木
曽
郡
、
岐
阜

県
中な

か
つ
が
わ
し

津
川
市
の
土
木
・
林
業
の
事
業
者

（
十
一
社
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
木
曽
地
域

の
国
有
林
に
所
在
す
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
を
主
体
に
環
境
美
化
の
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
二
十
六
年
の
御
嶽
山

噴
火
災
害
か
ら
九
年
目
と
な
り
ま
す
。

昨
年
八
月
に
は
、
公
園
に
隣
接
す
る
御

嶽
山
王
滝
口
の
七
合
目
、
現
在
の
王
滝

登
山
口
に
長
野
県
立
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー「
や
ま
テ
ラ
ス
王
滝
」が
設
置

さ
れ
、
活
火
山
で
あ
る
御
嶽
山
に
登
る

前
に
規
制
等
を
確
認
し
な
が
ら
登
山
計

画
書
を
提
出
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
、

御
嶽
山
の
魅
力
が
学
べ
る
施
設
と
し

　

六
月
二
十
九
日
に
は
、
木
曽
郡
上
松

町
小お
が
わ川
入い
り

国
有
林
の
「
赤
沢
自
然
休
養

林
」
に
お
い
て
、
長
野
国
有
林
森
林
整

備
協
会
木
曽
支
部
の
造
林
部
会
と
生
産

部
会
合
同
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
の
造
林
部
会
は
、
長
野
県
内

の
国
有
林
の
造
林
事
業
を
行
う
林
業
事

業
者（
七
社
）、
生
産
部
会
は
、
長
野
県

内
の
国
有
林
の
生
産
事
業
を
行
う
林
業

事
業
者
（
六
社
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
造
林
部
会
に
よ
る
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
生
産
部

会
も
加
わ
り
、
総
勢
二
十
名
に
よ
る
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

赤
沢
自
然
休
養
林
の
来
園
者
は
、
多

い
時
に
は
年
間
十
万
人
程
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
は

四
万
人
程
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
制
限
が
な
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
バ
ス
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
上
松
町
観
光
協
会
か
ら

「
こ
こ
数
年
、
使
用
頻
度
が
減
っ
て
い

た
第
五
駐
車
場
を
き
れ
い
に
し
て
も
ら

え
た
ら
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
要
望
を

受
け
、
駐
車
場
の
環
境
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

て
、多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
も
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
協
会
員
に
加
え
て
、
王
滝
村
や
当

署
の
職
員
等
、
総
勢
約
四
十
名
で
老
朽

化
し
た
木
製
遊
歩
道
の
土
台
、
敷
板
等

の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

車
両
が
入
れ
な
い
場
所
で
の
作
業
で

あ
り
、
朽
ち
て
水
分
を
含
ん
だ
土
台
や

敷
板
は
予
想
以
上
に
重
く
、
細
か
い
物

は
土
の
う
袋
に
入
れ
、
大
き
な
物
は
肩

に
担
い
で
の
運
搬
に
苦
労
し
な
が
ら
、

無
事
に
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
刈
払
機
で
駐
車
場
や
歩
道

に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝
切
り
、
駐
車

場
の
舗
装
の
隙
間
か
ら
生
え
て
き
た
草

の
刈
り
払
い
、
駐
車
場
法
面
の
草
刈
り

な
ど
を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

切
っ
た
枝
は
林
内
に
整
理
し
、
駐
車

場
に
散
ら
ば
っ
た
枝
や
草
は
ブ
ロ
ア
ー

で
清
掃
す
る
な
ど
、
来
園
者
が
気
持
ち

よ
く
使
用
で
き
る
状
態
に
し
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
地
元
の
自
治
体

や
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
、
山

村
地
域
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

作業を終えて笑顔での集合写真

ボランティア作業の様子

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
で
の

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

六
月
二
十
一
日
、
当
所
会
議
室
と

北き
た
し
た
ら
ぐ
ん

設
楽
郡
設し
た
ら
ち
ょ
う

楽
町
の
段だ
ん
ど戸
国
有
林
に
お

い
て
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
職
場
内
研
修

を
実
施
し
、
職
員
十
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
増
加
に
よ
る
植
栽

木
の
食
害
等
に
よ
り
、
当
所
管
内
に
お

い
て
も
造
林
地
育
成
へ
の
負
担
が
増
加

し
て
お
り
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
や
生
態
系

に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
元
設
楽
町
猟
友
会
へ
の

委
託
及
び
協
定
に
よ
る
捕
獲
の
ほ
か
、

数
年
前
か
ら
は
当
所
職
員
が
国
有
林
野

内
で
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
「
職
員
捕

獲
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
捕
獲
を
実
施
す
る
た
め
の
職
場

内
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
狩
猟
に
精
通
し

た
職
員
が
講
師
と
な
り
、
捕
獲
業
務
に

従
事
す
る
予
定
の
職
員
へ
の
説
明
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
鳥
獣
行

政
を
学
ぶ
た
め
、
今
回
は
愛
知
県
新し
ん
し
ろ城

設
楽
振
興
事
務
所
の
加
藤
主
任
を
講
師

【
南
信
森
林
管
理
署
】

　

六
月
二
十
八
日
、
鳥
獣
保
護
及
び
狩

猟
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
、
当
署

職
員
と
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
の
職
員
、
総
勢
二
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
署
管
内
の
国
有
林
で
は
、
職
員
捕

獲
を
は
じ
め
、
く
く
り
ワ
ナ（
以
下「
ワ

ナ
」）
の
貸
出
や
地
元
猟
友
会
と
の
協

定
、
各
種
協
議
会
な
ど
の
協
力
、「
つ

い
で
見
回
り
・
通
報
」の
取
組
に
よ
り
、

昨
年
度
は
令
和
三
年
度
の
一
、八
五
五

頭
を
七
九
二
頭
上
回
る
、
二
、六
四
七

頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
鳥
獣
の
保
護
や
狩
猟
に
関

す
る
知
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

獣
害
対
策
に
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

職
員
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

講
習
会
を
企
画
し
、
午
前
は
上か

み
い
な
伊
那
地

域
振
興
局
及
び
南
信
州
地
域
振
興
局
の

鳥
獣
対
策
専
門
員
を
講
師
に
、
法
令
や

鳥
獣
の
生
態
、
特
性
に
つ
い
て
学
び
、

午
後
は
手て

良ら

沢さ
わ
や
ま山
国
有
林
に
お
い
て
、

地
元
伊
那
市
猟
友
会
員
三
名
よ
り
、
ワ

ナ
の
仕
組
み
、
設
置
場
所
の
選
定
、
設

に
お
迎
え
し
、
法
制
度
を
中
心
に
分
か

り
や
す
く
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
く
く
り
ワ
ナ
の
設
置
や
動
画

に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
特
性
等
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、段
戸
国
有
林
に
移
動
し
、

く
く
り
ワ
ナ
設
置
の
実
技
講
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
捕
獲
許
可
を
得
て
、
職
員
捕

獲
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

く
く
り
ワ
ナ
を
設
置
す
る
場
所
の
選
定

や
手
法
等
、
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

置
す
る
際
の
注
意
事
項
、
獣
が
ワ
ナ
に

掛
か
っ
た
後
の
対
応
等
の
説
明
を
受
け

た
後
、
三
班
に
分
か
れ
実
際
に
ワ
ナ
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
ワ
ナ
を
設
置
し
た
職
員

か
ら
は
、「
女
性
で
も
コ
ツ
を
つ
か
め

ば
割
と
簡
単
に
設
置
で
き
る
」「
作
動
し

た
ワ
ナ
が
思
っ
た
よ
り
も
外
れ
な
い
こ

と
に
驚
い
た
」「
ワ
ナ
を
設
置
す
る
穴
が

浅
い
と
感
じ
、
そ
の
分
、
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
に
力
を
入
れ
た
」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
義
や
実
技
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
引
き
続
き
、
地
元
猟
友
会
、
関
係

機
関
及
び
各
協
議
会
等
と
連
携
し
、
積

極
的
に
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

段戸国有林での実技講習の様子

地元猟友会から説明を受ける職員

有
害
鳥
獣
捕
獲
の

�

職
場
内
研
修
を
実
施

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る

�

講
習
会
を
開
催
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